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と
自
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〜
魅
力
と
新
し
い
解
明
あ
ふ
れ
る
〜

志
位
議
長
が
語
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
ゼ
ミ

日田市２０歳のつどいが開催される

▲ 市長に要望する「くらしと平和を守る日田地区連絡会」
　 （１月21日、市長応接室）

　
　 

歳
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会
が
企
画

　 

し
た
第
２
部
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
参

　 

加
者
が
ラ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
プ
ス
﹁
正
解
﹂

　 

を
大
合
唱
︵
１
月
　
日
、
パ
ト
リ
ア
︶

▲

12

20

　﹁
く
ら
し
と
平
和
を
守
る
日
田
地
区
連
絡
会
﹂︵
代
表
・
栗
山
崇
氏
︶
は

１
月
　
日
、
物
価
高
と
う
か
ら
市
民
の
暮
ら
し
と
営
業
を
守
る
よ
う
日
田

市
と
し
て
の
支
援
を
求
め
ま
し
た
。
大
谷
敏
彰
、
日
隈
知
重
の
両
市
議
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
会
の
代
表
の
栗
山
崇
氏
は
﹁
ガ
ソ

リ
ン
、
灯
油
の
異
常
な
値
上
が
り
で
、

小
規
模
な
業
者
は
営
業
が
き
び
し
い
﹂

と
市
長
に
訴
え
、
市
の
支
援
を
求
め

ま
し
た
。

　
緊
急
要
望
は
、①
高
校
生
ま
で
の
医

療
費
の
無
料
化
、②
水
道
料
金
の
減
免

や
ガ
ス
、
電
気
料
金
の
助
成
、③
国
の

給
付
金
３
万
円
に
市
が
１
万
円
加
算
、

④
均
等
割
世
帯
に
４
万
円
の
給
付
、⑤

小
中
学
校
の
体
育
館
に
冷
暖
房
設
備

の
設
置
で
す
。
文
書
で
回
答
す
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

　
市
は
１
月
　
日
、
物
価
高
と
う
支

援
給
付
金
を
対
象
世
帯
に
支
給
す
る

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
給
付
金
の
支
給
対
象
は
、①
住
民
税

非
課
税
世
帯
︵
７
７
０
０
世
帯
︶
に

３
万
円
、②
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
　

歳
以
下
の
子
ど
も
ひ
と
り
に
つ
き
２

万
円
︵
８
５
０
人
︶
で
す
。
総
額
は

２
億
５
千
万
円
で
、
３
月
中
ご
ろ
か

ら
対
象
世
帯
の
預
金
口
座
に
振
り
込

ま
れ
ま
す
。

　
市
が
２
月
中
ご
ろ
か
ら
、
対
象
世

帯
に
給
付
金
を
受
け
と
る
預
金
口
座

を
確
認
す
る
書
類
を
送
り
ま
す
。
内

容
を
確
認
し
、
市
に
返
信
す
れ
ば
、

給
付
金
を
受
け
と
る
手
続
き
は
終
わ

り
ま
す
。
市
の
問
い
合
わ
せ
先
は
、

社
会
福
祉
課
で
す
。

　
財
源
は
全
額
、
国
の

重
点
支
援
地
方
交
付
金

︵
低
所
得
世
帯
支
援
枠
︶

で
す
。

　
こ
れ
と
は
別
に
国
か

ら
市
に
、
使
い
道
の
自

由
度
が
高
い
交
付
金
が

約
２
億
円
入
っ
て
き
ま

す
。
市
は
、
こ
の
２
億

円
の
使
い
道
を
決
め
て

い
ま
せ
ん
。
灯
油
を
使

っ
て
い
る
世
帯
へ
の
給

付
、
水
道
料
金
の
減
免
、

住
民
税
の
均
等
割
の
み

課
税
世
帯
へ
の
給
付
な

ど
に
使
え
ま
す
。
　

市民の暮らしと営業を守れ 住民税非課税世帯に　万円を支給
市
長
に
物
価
高
へ
の
支
援
を
要
望
す
る

　
日
田
市
は
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
燃
料
代
、
電
気
料
、
食

料
品
の
値
上
が
り
の
影
響
を
受
け
た
住
民
税
非
課
税
世
帯

に
給
付
金
３
万
円
を
支
給
し
ま
す
。
財
源
は
国
の
臨
時
交

付
金
で
、
支
給
は
３
月
中
ご
ろ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
歳
以
下
の
子
ど
も
に
　
万
円
を
支
給
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